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簡単アクセス

箕輪ダム（上伊那水道の水源）

上
水
道
事
業
の
広
域
連
携

Q
酒
井
：
人
口
減
少
が
激
的
に
進
む

中
で
、
市
町
村
上
水
道
事
業
の
現
状

及
び
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

県
と
し
て
今
後
、
同
事
業
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
方
針

か
？

A
知
事
：
市
町
村
上
水
道
事
業
は
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
将
来
的
に
は
水
の

安
定
供
給
に
も
支
障
が
生
じ
る
こ
と

を
懸
念
。

　

県
と
し
て
は

広
域
連
携
を
進

め
て
い
く
立
場

か
ら
、
企
業
団

等
を
中
心
と
し

た
事
業
統
合
を

進
め
て
い
く
圏

域
と
、
ま
ず
は

事
務
の
共
同
化

を
進
め
て
い
く

圏
域
の
、
２
つ
の
方
向
性
を
考
え
て

い
る
。

Q
酒
井
：
「
長
野
県
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
（
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
）

で
は
、
県
内
９
つ
の
圏
域
で
広
域
連

携
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
現
下

の
上
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
を
考
慮
す
る
と
、
県
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
中
で
、
一
刻

も
早
く
広
域
連
携
を
進
め
る
べ
き
。

　

特
に
上
伊
那
圏
域
に
お
い
て
は
、

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
第
１
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
上
伊
那
広
域
水
道
用
水
企

業
団
加
入
の
５
市
町
村
と
企
業
団
と

の
早
期
の
『
垂
直
統
合
』
を
検
討
す

る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
「
垂
直
統

合
」
を
い
つ
ま
で
に
実
現
す
る
の
か
、

具
体
的
な
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設

定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
？

A
環
境
部
長
：
上
伊
那
圏
域
で
は
、

広
域
連
携
の
必
要
性
は
概
ね
合
意
形

成
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
連
携
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
上
伊
那
圏
域
で

は
「
垂
直
統
合
」
の
基
盤
が
整
っ
て

６
月
28
日
実
施

月
県
議
会

市
町
村
の
上
水
道
事
業

月
県
議
会

６

一
般
質
問

い
る
た
め
、
他
の
圏
域
に
先
駆
け
て

広
域
連
携
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
。

県
と
し
て
は
、
地
域
の
意
見
や
課
題

を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
調
整
役
を
担

う
と
と
も
に
、
提
案
い
た
だ
い
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
な
ど
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
。

※
上
伊
那
圏
域
に
お
い
て
は
、
具

体
的
に
広
域
連
携
の
検
討
を
進
め

る
方
針
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

公
文
書
管
理
条
例

・
２
０
２
０
年
の
２
月
議
会
で
「
公

文
書
管
理
条
例
案
」
が
可
決
さ
れ
、

昨
年
４
月
に
は
全
面
施
行
と
な
っ

た
。

Q
酒
井
：
公
文
書
管
理
条
例
が
全
面

施
行
さ
れ
て
か
ら
１
年
余
り
が
経
過

し
た
が
、
公
文
書
の
適
正
管
理
に
関

す
る
知
事
の
意
気
込
み
は
？

A
知
事
：
条
例
制
定
を
機
に
、
改
め

て
公
文
書
の
適
正
管
理
は
県
政
運
営

の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
県
組
織
内
で

徹
底
し
、
県
民
へ
の
説
明
責
任
も
し

っ
か
り
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
適
正
な
運
用
に
取
り
組
む
。

歴
史
公
文
書
の
保
存
・
活
用

・
公
文
書
管
理
条
例
の
主
な
目
的
は
、

歴
史
的
に
重
要
な
公
文
書
を
保

存
・
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。

・
県
で
は
歴
史
的
に
重
要
な
資
料
に

つ
い
て
は
、
「
特
定
歴
史
公
文

書
」
と
し
て
県
立
歴
史
館
に
お
い

て
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
し
か
し
、
県
立
歴
史
館
で
は
文
書

の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
９
割
が
埋
ま

り
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

Q
酒
井
：
県
立
歴
史
館
に
お
け
る

「
特
定
歴
史
公
文
書
」
の
保
管
ス
ペ

ー
ス
不
足
を
補
う
た
め
に
、
旧
須
坂

商
業
高
校
の
校
舎
を
改
修
し
、
来
年

度
か
ら
保
管
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

ス
ペ
ー
ス
が
満
杯
に
な
る
の
ま
で
の

見
込
み
と
、
満
杯
に
な
っ
た
際
の
検

討
状
況
は
？

A
教
育
次
長
：
搬
入
さ
れ
る
文
書
等

の
量
か
ら
推
計
す
る
と
、
令
和
13
年

頃
に
は
保
管
ス
ペ
ー
ス
に
不
足
が
生

じ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
県
立
歴
史

館
の
機
能
充
実
の
検
討
を
進
め
る
中

で
、
同
館
内
に
お
け
る
更
な
る
収
蔵

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
も
合
わ

せ
て
検
討
す
る
。

※
将
来
、
県
立
歴
史
館
に
お
け
る

公
文
書
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

県
の
公
文
書
館

・
「
公
文
書
館
法
」
に
よ
れ
ば
、
地

方
公
共
団
体
は
条
例
に
よ
り
公
文

書
館
の
設
置
に
関
し
て
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

Q
酒
井
：
長
野
県
で
は
公
文
書
館
は

置
い
て
お
ら
ず
、
県
立
歴
史
館
が
公

文
書
館
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い

る
。
県
立
歴
史
館
を
公
文
書
館
法
に

基
づ
く
公
文
書
館
と
し
て
明
確
に
位

置
づ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
適
正
な

公
文
書
管
理
を
行
う
た
め
、
公
文
書

館
設
置
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
？

A
知
事
：
ご
提
案
の
公
文
書
館
と
し

て
の
位
置
づ
け
と
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
公
文
書
管
理
条
例
を

施
行
し
て
１
年
が
経
過
し
て
い
る
中

で
、
改
め
て
そ
の
効
果
・
必
要
性
等

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

※
新
た
に
条
例
を
制
定
し
、
県
立

歴
史
館
を
公
文
書
館
と
す
る
方
針

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

県立歴史館（公文書館とする予定）

公
　
文
　
書

検索酒井茂


